
写真 容器に付着した固形分の変化

31 89 179 279

0℃

31 89 179 279

20℃

31 89 179 279

40℃

静置期間（日）

保管温度

（参考）木酢液の品質の適合範囲
※木竹酢液認証協議会の規格より

ｐH値

比重

酸度

色調

透明度

1.5　～　3.7

1.005　以上

2　～　12％

黄色 ～ 赤褐色

透明（浮遊物なし）

保管温度　40℃

保管温度　0℃

保管温度　20℃

0 100 200 300
静置期間（日）

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

ｐ
H
値

図2　静置による粗木酢液のｐH値の変化
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図1　静置による粗木酢液の比重の変化
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図3　静置による粗木酢液の固形分率の変化

1　はじめに
品質の安定した木酢液の生産条件を明らかにするため、
これまで、気温（成果速報No.201)や炭化温度（成果速
報No.232、235）の変化と木酢液の品質変化との関係を
調査した。今回は、静置による粗木酢液の品質変化に
ついて調査を行った。品質の指標として、木竹酢液認
証協議会の規格となっている比重・ｐH値と、静置中に
容器に付着する固形分を用いた。
2　方法
【粗木酢液の採取】平成19年6月上旬に、岩手大量窯で
得られた粗木酢液を採取した。
【粗木酢液の保管温度および保管期間】採取した粗木
酢液は、密閉容器に入れ、遮光下0℃、20℃、40℃で保
管し、採取後31、89、129、279日目に品質を調査した。
【比重、pH値の測定】比重は標準比重計で、pH値はpH
メーターで測定した。
【固形分率の測定】粗木酢液を保管していた容器を空
け、室温で十分に乾燥させた後、保管前と乾燥後の容
器重量差から、容器へ付着した固形分の重量を算出し、
粗木酢液に対する重量パーセントで示した。
3　結果
【静置による粗木酢液の比重の変化(図1)】粗木酢液の
比重は、保管温度や静置期間によらず、1.009～1.011
の間で推移した。
【静置による粗木酢液のｐH値の変化(図2)】粗木酢液
のｐH値は、いずれの保管温度でも、静置期間31日目で
は2.3～2.4となり、89日目に約2.2に減少した後上昇し、
179日目以降は2.5前後で推移した。
【静置による粗木酢液の固形分率の変化(図3、写真)】
粗木酢液の固形分率は、静置期間が長くなるにつれて
増加し、保管温度が高くなるほどその傾向は顕著で
あった。
4　成果の活用
今回の結果から、粗木酢液の比重とｐH値の値が、静
置期間の長短や、その間の取り扱い温度によって、木
竹酢液認証協議会が示す規格の適合範囲から外れるよ
うに変化する可能性は、低いと考えられる。
また、静置条件によって粗木酢液から析出する固形分
が変化するが、この変化に伴う粗木酢液中の成分の変
動については、今後の検討が必要である。

（担当者　研究部　主任専門研究員　鹿野厚子）
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